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セーリングによる体育教育の新展開
―野外教育の枠組みにおける Seamanship 教育の可能性―









































ング教育機関である American Sailing Association (ASA) と、カナダを中心にセーリ
ング教育を行う International Sail and Power Association (ISPA) の講習を受講した。





















































































































































































































































ン、5. メインテナンスと乗員の健康管理、にまとめられ、具体的な内容を表 2 の通り




に、世界最大のセーリング教育機関である American Sailing Association（以後 ASA




れている。入門編から上級編に向かって順に、#101 Basic Keelboat Sailing、#103 
Basic Coastal Cruising、#104 Bareboat Cruising、#105 Coastal Navigation、#106 
Advanced Coastal Cruising、#107 Celestial Navigation、#108 Offshore Passage 
Making と配置されている。船室を備え長距離の航海を目指すセールボート (Keelboat) 
に関する講習としては、#108 Offshore Passage Making コースが最上級となる。こ
の中では、#105 Coastal Navigation と #107 Celestial Navigation のコースが理論と
ナビゲーションの実技を中心とするものであり、他のコースは、理論と海上での操船
や航海が並列する講習であった。
　ASA ではその他に、#110 Basic Small Boat Sailing、#113 Trailerable Multihull 
Sailing、#114 Cruising Catamaran Sailing の Sailing 講習と、#117 Basic Celestial 
Endorsement、#118 Docking Endorsement、#119 Marine Weather Endorsement、
#120 Radar Endorsement の Endorsement コースを開講している。さらに、各講習
を担当するインストラクターを認定するコースと、インストラクターの認定講習を担








　本研究にあたり、筆者は 2013 年 3 月に #118 Docking Endorsement と #101 Basic 
Keelboat Sailing の 認 定 を 受 け て 以 来、2015 年 6 月 に #107 Celestial Navigation 
コースを修了するまで、日本国内の教育機関（青木ヨットスクール）で講習を受け
た。また、2014 年 10 月に #201 Basic Keelboat Sailing Instructor コースを修了して
インストラクターの認定を受け、北中米講習から帰国後 2017 年 7 月に #119 Marine 
Weather Endorsement コースを修了した。それぞれのコースは大半が 2 日間から 4
日間の講習であったが、#107 Celestial Navigation（天文航法）のコースは、ひと月
に 2 回ずつ 7 ヶ月間にわたる長期講習であった。
　
5．シーマンシップの指導法（米国）
　2015 年 9 月より 12 月まで米国、カリフォルニア州に滞在し、現地で ASA のコー
スを受講した。その準備として、日本国内のセーリング教育の第一人者である青木 
洋（名古屋市立大学特任教授・ASA Instructor Evaluator）に研究への協力を依頼
し、青木を通して ASA の Executive Director の Charlie Nobles、Director の Bob 
Diamond、Instructor Evaluator の Craig Walker、同 Mary Swift-Swan に研究への
協力を依頼した。
　青木および Nobles により、ASA の指導プログラムに準拠した教育実績の豊富な
講習校として、米国の Spinnaker Sailing (Redwood City)、 Tradewinds Sailing School 
＆ Club (Richmond)、Afterguard Sailing Academy (Oakland) が推薦され、これらの
3 校を訪問した。Spinnaker Sailing では、ASA プログラムの #101 Basic Keelboat 
Sailing コースを 9 日間と #103 Basic Coastal Cruising コースを 12 日間、それぞれ理
論講習とセーリング実習の現場で、指導法に関する資料を収集した。離着岸、落水救
助、荒天対策、トラブル・故障対策、衝突回避、救難無線、航路標識、セーリング、
アンカリング、航海計画などが、その主な内容であった 28) 29)。また、Team Building 
コースを 2 日間、Docking Training コースを 1 日間、スクール艇の安全チェック・
メインテナンスを 2 日間、スクールの運営管理を 1 日間取材し、将来、ASA の公認
インストラクターに質問紙調査を行うための質問項目の選定と、その英訳についての
図 3 ASA の主な講習配置 (ASA OFFCIAL CERTIFICATION LOG BOOK 27）より作成 )
Instructor Evaluator
#207 Celestial Navigation Instructor
#208 Offshore Passage Making Instructor
Instructor Certifications
#201 Basic Keelboat Sailing Instructor
#203 Basic Coastal Cruising Instructor
#204 Bareboat Cruising Instructor
#205 Coastal Navigation Instructor
#206 Advanced Coastal Cruising Instructor
Student Endorsements
#117 Basic Celestial Endorsement
Student Certifications
#119 Marine Weather Endorsement
#110 Basic Small Boat Sailing
#113 Trailerable Multihull Sailing
#114 Cruising Catamaran Sailing
#105 Coastal Navigation
#107 Celestial Navigation
#108 Offshore Passage Making
#118 Docking Endorsement
#120 Radar Endorsement
#101 Basic Keelboat Sailing
#103 Basic Coastal Cruising
#104 Bareboat Cruising





　Tradewinds Sailing School & Club では、ASA 認定のトレーニング艇の視察
を行い、#108 Offshore Passage Making コースを受講した。受講の前後に、US 
Coastguard Licensed Master の Craig Walker、Instructor の Karen Walker と青木
に、長距離外洋航海の指導法について助言を受けた。Afterguard Sailing Academy 
では、Instructor Evaluator の Mary Swift-Swan に、ASA 講習の実施状況と、荒天
を乗り切るセーリング方法について助言を受けた。さらに ASA の本部に Executive 




　2015 年 12 月より 2016 年 3 月までカナダ、ブリティッシュコロンビア州に滞在
し、現地で ISPA のコースを受講した。はじめに Director の Robert Sendoh を訪ね、
ISPA の存在意義と位置付けを確認した。その内容は、ASA の教育システムとプロ
グラムを見直し、ASA の問題点を改善するために ISPA のプログラムがつくられた
こと。そして、世界で最も進んだ教育内容と指導理念で教育を行っているということ
であった。その実際の指導法を知るため、ISPA の本拠地である Wind Valley Sailing 
School (Vancouver) において、冬季に受講可能なすべての活動に参加した。セーリン
グ教育の歴史と全人教育における役割りについて 4 日間、出港準備と艇体メインテナ
ンスについて 4 日間、それぞれ Sendoh に同行し講義を受け資料を収集した。
　また、キューバ、シエンフェゴス (Cienfuegos) を基点とする 46ft カタマラン（双
胴船）による ISPA Cruise and Learn コースを 8 日間、バンクーバーを基点とする
37ft モノハル（単胴船）による同コースを 7 日間受講した30)。これらのプログラム
は、ISPA の Competent Crew Sail、Day Skipper Sail、Coastal Navigation、Coastal 
Skipper Advanced Sail コースの内容を含み、航海計画、ナビゲーション、アンカリ
ング、離着岸、等について指導が行われた31) 32) 33) 34)。講習修了後には受講者間で討論
を行い、ASA と ISPA の指導法の違いについての意見交換を行った。
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　そして、温かい励ましと貴重なご助言をいただいた Hossein Lohrasebi 氏、
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New Development of Physical Education  
by Means of Sailing
— Possibility of Seamanship Education within the Framework  
for Outdoor Education —
Hideaki KUBOTA
Physical activities are known as improving physical strength and developing the information-
processing…capability…of…human…species.…Accordingly,…Sport…Education…and…Physical…Education…
considerably… contribute… to… physical… and… psychological… development… as… well… as… enhancement…
and maintaining of health; however, learners might hate playing sports if they were forced to 
be… under… an… inappropriate… competitive… environment.…Therefore,… it… is…worth… that… introduces… a…
perspective…of…Outdoor…Education…of…which…experiences… immediately…function…even… in…a…case…




on a cruise-teaching which does through Safe Education and enhances survival skills on sailing 
boats.
